
平成 30 年度 みやま市水道事業報告書 

 

１．概  況 

 

平成 30 年度の水道事業は、市民の日常生活に必要不可欠な水の安定供給と健全な経

営を目標に事業運営にあたってきました。  

主な事業は、瀬高地区では前年に引き続き、配水管の新設及び布設替えを行い管網整

備を実施しました。 

 高田地区では、国庫補助事業として前年に引き続き主要な配水管の耐震化、老朽管更新

等の維持改良工事を行いました。その他として、使用期間満了（8 年）のメーター取替え

（2,359 個）、有収率改善のために行っている漏水調査により発見された漏水箇所の修繕

（22 ヶ所）を行いました。 

 

（ア） 給水状況 

本年度は、給水戸数が 11,566 戸、給水人口が 30,560 人となり、前年度と比較すると給

水戸数は 129 戸（1.1%）増加しましたが、給水人口は 229 人（0.7％）減少しました。行政区

域内人口に対する普及率は 81.55％となりました。また、配水量については、3,030,024 ㎥

で、有収水量においては、2,512,190㎥となりました。 

 

（イ） 建設改良工事の概要 

本年度は配水管の改良工事として、配水管新設工事を８ヶ所 633ｍ、配水管布設替工事

を１８ヶ所2,932ｍ、配水管移設工事を６ヶ所261ｍ、舗装復旧工事を5ヶ所、水道施設監視

装置ＩＰ通信化工事、電気計装設備更新工事、仕切弁設置工事、流量計設置工事等、合計

50 ヶ所を行いました。 

 

（ウ） 財政状況 

財政面においては、まず収益的収支について、消費税及び地方消費税抜きで、収益総

額 524,875 千円です。その内訳は給水収益 467,262 千円、他会計補助金 32,083 千円、

その他 25,530千円です。 

費用総額は、469,261 千円です。その内訳は原水及び浄水費 137,682 千円、配水及び

給水費 80,913 千円、総係費 49,028 千円、減価償却費 163,945 千円、支払利息 25,269

千円、その他 12,424千円です。 



収入の確保と諸経費の節減に努めた結果、経常利益は 56,365 千円となり、特別利益と

特別損失の差 751千円を差し引いて、当年度純利益は 55,614千円となりました。 

一方、資本的収支については、消費税及び地方消費税込みで、収入総額は 117,539 千

円です。その内訳は企業債 50,000 千円、負担区分に基づく出資金 19,520 千円、工事負

担金 11,599千円、国庫補助金 27,500千円、他会計負担金 8,920千円です。 

また、支出総額は 336,496 千円で、その内訳は建設改良費 251,722 千円と企業債償還

金 84,774千円です。収支差引 218,957千円の不足額は、当年度分消費税及び地方消費

税資本的収支調整額18,462千円、減債積立金37,939千円、損益勘定留保資金162,556

千円をもって補てんしました。 

本年度の利益は、今後予定しています老朽化施設の更新・配水管耐震化事業等の建設

改良費に充てる財源とし、今後も経費節減等、企業努力を重ねながら安定経営の推進に努

めます。 

 

（2） 議会議決事項 

議案番号 件   名 
提  出 
年月日 

議  決 
年月日 

議案第 24号 平成 30年度みやま市水道事業会計予算 
平成３０年 
３月５日 

平成３０年 
３月２３日 

認定第 9号 
平成 29年度みやま市水道事業会計決算の認定に
ついて 

平成３０年 
９月４日 

平成３０年 
９月２１日 

議案第 38号 
平成 29年度みやま市水道事業会計決算剰余金の
処分について 

平成３０年 
９月４日 

平成３０年 
９月２１日 

 

（3） 行政官庁認可事項 

   該当事項なし 

（４）  職員に関する事項 

（単位：人） 

区  分 前年度職員数 
移 動 内 容 

当年度職員数 
転 出 転 入 

事務吏員 ４ １ １ ４ 

技術吏員 ５ ２ ２ ５ 

計 ９ ３ ３ ９ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 


